
        １  令和０５年度の事業報告書  

 

               特定 非 営利 活動 法 人ビ レ ジサ ポー ト  

                    

１．  事業 の成 果  

―令 和 0５ 年度 の活 動 状況 －  

（１ ）新型 コ ロ ナ ウイ ルス の 感染 状況 の 終息 を踏 ま え、各 分野 で制 約 な

く、 伸び 伸 び活 動が で きた 。  

業務 を停 止 する こと な く 、全 体と して は 新型 コロ ナ 前の レ ベル の

活動 をす る こと がで き た。収 入面 でも 新 型コ ロナ 前 に戻 す こと がで

き、 事業 収 入は 過去 の ピー ク であ る令 和 04 年 度を 超え る 水準 と な

った 。  

（２ ）助 け 合い 活動  

  高 齢 化 が進 む 地 域 住 民 か ら の 作 業 依 頼事 項 の 電 話 受 付 を 中 心 に、

引続 きサ ー ビス を提 供 した 。  

草 取 り 、 防 草 作 業 、 ゴ ミ 出 し 、 ゴ ミ 当 番 代 行 、 留 守 宅 サ ポ ー ト 、

カー ポー ト 洗浄 、犬 の散 歩、買い 物代 行、タ イル の補 修、家屋・什

器の 小修 理 等々 の多 様 なリ ク エス トに 対 応し た。  

   ＜実 績＞  

   ・ 活 動延 べ時 間  1,975 時間（ 前 年比 0.95 倍）  

・協 力者 延 べ人 数  1,026 人 （前 年比 0.85 倍 ）  

   ・ 事 業収 入  2,402 千 円（ 前年 比 1.07 倍）  

  

（３ ）環 境 保全 活動 （ 庭木 剪 定等 サー ビ ス）  

  柏ビ レ ジの 戸建 庭 木の 剪 定サ ービ ス を中 心に 展 開、地 域の 環 境 ・

景観 維持 に 貢献 した 。  

実地 訓練 を 通じ て協 力 員の 剪 定ス キル 向 上に 努め 、「 安 い・早い・ 

丁寧 」を 実 践し て利 用 者か ら 喜ば れた 。なお 、サー ビス を 受け た住  

民の 満足 度 は高 く、 引 続き リ ピー ター は 多か った 。  

「リ ーダ ー 会議 」や 月 １回 の 「全 体会 議 」を 開催 し 、相 互 情報  

交換 や事 例 研究 など の 研 鑽 を 積み 重ね 、 顧客 ニー ズ に対 応 した 。  

＜実 績＞  

     ・実 施 件数    175 件（ 前年 比 0.92 倍）  



・協 力者 延 べ人 数 995 人（ 前 年比 0.92 倍）  

・事 業収 入  4,381 千 円（ 前 年比 0.96 倍）  

  

（４ ）各 種 受託 事業  

    柏の 葉 キャ ンパ ス 地 区「 アク アテ ラ ス管 理業 務 」、「 パラ ソル 開 閉  

業務 」、「 健康 研 究所“あ・し・た ”の 運営 管 理」、「ら ら・ポッ ト散  

水事 業 」、「 柏の 葉キ ャ ンパ ス 駅 西 口の 除 草・剪定 作 業」を 、三 井不  

動産 等か ら 引き 続き 受 託し た 。  

委託 者か ら は、着 実な 仕事 ぶ りが 評価 さ れ、活 動品 質に 対 する 満 足  

度も 高か っ た。  

また 、柏 市 から 「柏 ビ レジ 内 緑道 管 理 業 務」 も引 続 き受 託 した 。 

緑道 管理 は 、月 ３回（ 年間 ３ ６回 ）の メ ンテ 作業 に 加え 、年２ 回の  

剪定 作業 を 実施 し、 環 境保 全 活動 の一 翼 を担 った 。  

                

（５ ）「通 い の 場 」活 動の 展 開  

コミ ュニ テ イカ フェ「 はな み ずき 」と協 働で 、柏市 社会 福 祉協 議  

  会の 「 通い の場 」 補助 金 を申 請し て 活動 を展 開 した 。  

   新 型 コロ ナウ イ ルス 感 染の 終息 を 踏ま えて 活 動を 展 開し 、コロ ナ

前の 水準 の 活動 に戻 す こと が でき た 。ロ コモ 予 防体 操２ ０ 回、ほ ん

い で ん 健 康 体 操 ２ ４ 回 、「 副 業 の 薦 め 」「 紅 茶 教 室 」「 野 鳥 探 索 会 」

「 JAZZ LIVE！」等 7 つ の講 座 を１ ６回 開 催し 、参加 者は 合 計 1,201

名（ 前年 比 1.02 倍） とな っ た 。  

なお 、活 動 の告 知、 状 況は 「 通 い の 場 通 信 」 に よ っ て 広 報 し た 。 

 

（６ ）自 治 会、 その 他 地 域 諸 団体 との 連 携  

   自 治 会活 動の 担 い手 が 減少 す る 中 で 、当 法人 に よる 支 援活 動へ の  

要 請 が 高 ま っ た 事 で 、 自 治 会 と 「 業 務 委 託 基 本 契 約 」 を 締 結 の 上 、

自治 会館 の 清掃 業務 を 継続 実 施す ると 共 に、自 治会 主催 の イベ ン ト

等へ の協 力 もし た 。ま た「 未 来ま ちづ く り協 議会 」の「 交 通分 科会 」

のメ ンバ ー とし て２ 名 が会 合 に継 続的 に 参加 し 、協 力 体 制 を維 持し

た。  

 柏 市社 会 福祉 協議 会 が主 催 する 各種「 情報 交 換会 」に は 積 極的 に  

参加 し、 各 種団 体と の 交流 も 深め た。  



（７ ）広 報 に係 る諸 活 動  

   令 和 05 年 度は、総 会特 集と して の「 会員 ニ ュー ス」第 18 号、「広  

報紙 」 第 42～ 43 号 、「通 いの 場」 通信 第 52～ 59 号を 発 行 し、 本法

人の 活動 状 況等 を広 く 周知 し た。  

同時 に 、閲 覧 数が 年々 増 加し てい るホ ー ムペ －ジ の タ イ ム リー な

更新 に努 め 、広 報活 動 を強 化 した 。  

 ま た、事務 所内 に 設置 した デジ タル サ イネ ージ に より、活動 の案

内、 イベ ン トの 告知 な どに 活 用し た。  

 

（８ ） NPO 法人 ビレ ジ サポ ー トの 総会 と 理事 会の 開 催  

①通 常総 会  

令和 5 年 6 月の 総会 に おい て 、「前 年度 事 業報 告、 決 算」 を 議決  

し、「 今年 度の 方 針・ 予算 ・ 組 織体 制」 を 説明 して 、 新年 度 がス  

ター トし た 。  

②理 事会  

 令 和 05 年 4 月 以降 原則 と し て月 1 回 の 理事 会を 開 催し 、 重要 活  

動方 針決 定 や、 諸活 動 のフ ォ ロー 、月 間 収支 報告 な どを 行 った 。 

また 、理事 会 附属 の組 織 とし て 、地 域交 流 や通 いの 場 をテ ーマ

と し た 「 地 域 交 流 委 員 会 」 を 設 置 す る と 共 に 、 組 織 の 持 続 性 を

検討 する 「 VS 持続 化委 員 会」（プ ロジ ェ クト チー ム ）を 設 置し 、

テー マの 推 進、 問題 点 の共 有 化や 対 策 の 具体 的検 討 をし た 。  

 

（９ ）会 員 数（ 令和 06 年 3 月 31 日現 在）  

   462 名 （ うち 個 人会 員 395 名 、昨 年対 比 30 名 増加  

賛助 会員  67 名 、昨 年 対比  4 名増 加）  

 

以  上  

 

 

 

 

 

 



＜ご 参考 ＞  

 

（ １ ） 任 意 団 体 の 設 立 と 会 員 募 集  

2 0 1 2 年 1 1 月 ― 任 意 団 体 ビ レ ジ サ ポ ー ト が 参 加 住 民 の 全 体 会 議 で 承 認 、 正 式 に 発 足 。 

同 年 1 2 月 ― 柏 市 の 「 市 民 公 益 活 動 団 体 」 決 定 通 知 書 を 取 得 。  

 同 時 に 、 4 つ の サ ー ビ ス ―「 ゴ ミ 出 し 」、「 庭 の 水 遣 り 」、「 雑 草 取 り 」、「 ア イ ビ ー モ ー ル  

（ 地 域 内 商 店 街 ） 同 行 送 迎 」 ― 提 供 を 宣 言 。  

2 0 1 2 年 度 は 「 ゴ ミ 出 し 」 3 件 、「 雑 草 取 り 」 1 件 、「 龍 の 髭 植 え 」 1 件 、「 庭 木 剪 定 講 習  

会 」（ 座 学 ） 4 回 、（ 実 務 ） 2 回 実 施 。  

2 0 1 3 年 2 月  ― 「 会 員 募 集 」 を 開 始 （ 個 人 会 員 、 賛 助 会 員 ）。   

 

（ ２ ） 任 意 団 体 か ら 特 定 非 営 利 活 動 法 人 と し て の 認 定 取 得  

  2 0 1 3 年 7 月 特 定 非 営 利 活 動 法 人 ビ レ ジ サ ポ ー ト （ 以 下 V S と 表 記 ） 設 立 総 会 開 催 、  

任 意 団 体 は 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 V S と し て 千 葉 県 よ り 認 定 を 受 け 登 記 を 完 了 。  

2 0 1 3 年 1 1 月 第 1 回 V S 総 会 を 開 催 。  

 

以  上  


